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序　文

　曽畑貝塚は、熊本県宇土市岩古曽町から花園町にかけて所在する縄文時代の

遺跡です。一般国道３号松橋バイパス建設のため、昭和 61 年 (1986 年 ) から

昭和 62 年 (1987 年 ) に熊本県教育委員会が低湿地部分の調査を行いました。

調査の結果、ドングリなどを保存するための貯蔵穴が 62 基発見されました。

貯蔵穴の中からは、ドングリなどを入れていたと考えられるかご状の編物や、

編物を作るための素材の束などが出土しました。ほぼ完全な形の瓢箪も見つか

りました。ほとんどが縄文時代前期のものでした。

　編物や素材束、瓢箪などの植物質資料は、通常であれば土中で分解されてし

まいます。曽畑貝塚では、様々な条件が重なったことで、それらの資料が分解

されることなく現代まで残されていました。当時、縄文時代前期の貯蔵穴群や、

編物などが良好な状態で見つかることは大変珍しく、大きな話題となりました。

　そのため、貴重な資料を後世に残すことができるように、昭和 63 年度（1988

年度）から平成６年度（1994 年度）の７ゕ年にかけて、編物や素材束、瓢箪

に保存処理を施しました。これらの資料は大変貴重なものであるため、平成

19 年（2007 年）３月に「曽畑遺跡出土植物質資料」として熊本県の重要文化

財に指定されました。

　現在、保存処理を行ってから 30 年近くが経過しようとしています。当時の

最先端技術で行った保存処理にも劣化が見られるようになりました。そこで、

熊本県教育委員会では平成 26 年度（2014 年度）から令和元年度（2019 年度）

の６年間にわたって再度保存処理を行い、今回その完了報告書を刊行すること

となりました。

　最後に、保存処理及び報告書の作成にあたり、御協力・御助言いただきまし

た皆様に感謝申し上げお礼の言葉とさせていただきます。

　　令和３年（2021 年）３月 31 日

                                           熊本県教育長　古閑　陽一



例　言　

１　本書は、熊本県宇土市花園町に所在する曽畑貝塚から出土した植物質資料の保存処理報告である ｡保存

    処理は平成26年度（2014年度）から令和元年度（2019年度）の６ゕ年にかけて、国庫補助を受けて実施した。

２　曽畑貝塚の発掘調査は昭和 61 年（1986 年 ) から昭和 62 年（1987 年）にかけて熊本県教育庁文化課が　　　　

　　実施した。調査地点は宇土市花園町 210 ～ 212 番地である。調査成果は、『曽畑‐熊本県宇土市花園町　

　　曽畑貝塚・低湿地の調査‐』熊本県文化財調査報告第 100 集（1988　熊本県教育委員会）で報告している。

３　曽畑貝塚出土植物質資料は昭和 63 年度（1988 年度）から平成６年度（1994 年度）の７ゕ年にかけて一

　　度保存処理を実施している。前回の保存処理から 30 年近くが経過し、植物質資料に劣化が見られたため、

　　再度保存処理を行うこととなった。前回の保存処理の成果は、『植物製遺物保存処理報告‐熊本県宇土市

　　曽畑貝塚低湿地遺跡出土‐』熊本県文化財調査報告（1995　熊本県教育委員会）で報告している。

４　報告書作成体制　令和２年度 (2020 年度 )

　　　主体者　　熊本県教育委員会

　　　責任者　　文化課長　中村誠希

　　　総括　　　課長補佐　長谷部善一　 

　　　調整担当　主幹兼調査班長　宮崎敬士　担当　学芸員　豊永結花里

　　　事務担当　教育審議員　伊藤 昭　主幹兼総務班長　津田光生　参事　佐藤賢一　主事　佐藤虹夏

５　保存処理及び報告書作成の分担は以下のとおり行った。

　　　保存処理 　（財）元興寺文化財研究所

　　　リバーサルフィルムスキャニング　　（株）写測エンジニアリング

遺物実測・製図　　稲葉貴子・唐木ひとみ・築出直美・中川　治・春川香子が行い、一部を（株）有

明測量開発社・（株）埋蔵文化財サポートシステムに委託した。

６　報告書刊行にあたり、以下の方々から指導・助言を受けた（順不同、敬称略）。

　　小林和貴、佐々木由香、能城修一

７　曽畑貝塚出土植物質資料の素材同定について、東北大学学術資源研究公開センター植物園研究支援者（当

時）の小林和貴氏に依頼をした。なお、この同定結果は、平成 21‐24 年度（2009-2012 年度）科学研究

費補助金基盤研究（A）課題番号 21240071「東アジアの新石器時代遺跡出土編組製品等素材の考古植物

学研究拠点の形成と展開」（代表　鈴木三男氏）及び平成 25‐27 年度（2013-2015 年度）科学研究費補

助金基盤研究（A）課題番号 25242022「日本の縄文・弥生時代遺跡出土編組・繊維製品等素材の考古植

物学的研究」（代表　鈴木三男氏）の研究成果の一部である。

８　本書で使用した地図は国土地理院発行地形図　宇土（縮尺　二万五千分の一）を利用した。

９　本書の執筆・編集は豊永が担当し、稲葉貴子・唐木ひとみ・築出直美・春川香子（会計年度任用職員）

が補助した。

10　曽畑貝塚出土植物質資料は、熊本県文化財資料室（熊本県熊本市南区城南町沈目 1667）に保管している。

 凡　例

１　曽畑貝塚出土植物質資料の名称について、『曽畑‐熊本県宇土市花園町　曽畑貝塚・低湿地の調査‐』及

　　び『植物製遺物保存処理報告‐熊本県宇土市曽畑貝塚低湿地遺跡出土‐』で一部異なる名称が使用され

　　ている。本報告書では、前述の報告書で編み物製品・網代と記載されていたものについては「編物」、円座・

　　ツルと記載されていたものは「素材束」として統一することとする。なお、各報告書と本報告書の名称

　　の対応関係については、Tab.1 に記載している。

２　植物質資料の残存法量は、図面上で縦方向（残存長）・横方向（残存幅）の計測を行った。残存高や底径

　　などの計測が可能なものは、備考欄にその数値を記載した。また、一部の計測値については、1988 年調

　　査報告書の数値を採用した。

３　編物実測図（Fig.15 以降）には、写真との比較がしやすいように、一部展示台の内枠を図示した。

　　なお、写真は保存処理を実施したもののみ掲載している。

４　残存状態が比較的良好な資料は、タテ材とヨコ材等を色分けしたものを主要資料実測図として掲載した

（Fig.38 ～ 40）。



曽畑貝塚出土植物質資料保存処理報告

本文編目次

第１章　曽畑貝塚の概要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １

　第１節　位置と環境 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １

　第２節　過去の調査 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２

　　　　　（１）曽畑貝塚の調査概要

　　　　　（２）1986 年・1987 年の熊本県教育委員会による調査の概要

第２章　曽畑貝塚出土植物質資料の現状と再保存処理の対象 ‥‥‥‥‥‥  ７

　第１節　曽畑貝塚出土植物質資料の概要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７

　第２節　過去の保存処理の概要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ９

　第３節　保存処理後の曽畑貝塚出土植物質資料の現状と再保存処理の契機 ‥‥‥ 10

　第４節　再保存処理の対象 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10

第３章　再保存処理について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

　第１節　再保存処理の報告 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12

第４章　総括 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

　第１節　曽畑貝塚出土植物質資料に関する知見 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16

　第２節　再保存処理の成果と課題 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20

参考文献

写真図版

報告書抄録

 



1 熊本県 曽畑貝塚

2 曽畑貝塚 貝塚

3 曽畑貝塚 （1 88 報告 ）

4 1 8 年 1 8 年調査

        （1 88 報告 ）-

1 8 年 1 8 年調査

       （1 88 報告 ）-

第 11 出土土 本 （1 88 報告 ）

第 号 物（1 88 報告 ）

8 （1 88 報告 ）

（1 88 報告 ）

10 （1 88 報告 ）

11 （1 88 報告 ）

12 第 43 号 物（1 88 1 報告 ）

13

14 式

1 第 3 号 物

1 第 43 号 物

1 第 1 号 物

18 第 18 号 物

1 第 12-2 号 物

20 第 2 号 物

目 （

目 （

目

1　植物質資料 保存処理年

2　 保存処理

1　1 出

　　　2 第 号 物 出

2　1 第 14 号 物 出

　　　2 第 43 号 物 出

3　1 第 14 号 物　処理前 -処理

　　　2 第 2 号 物　処理前 -処理 （ 2 年）

　　　3 第 2 号 物　処理前 -処理 （ 30 年）

4　1 第 42 号 物　処理前 -処理

　　　2 第 4 号 物　処理前 -処理

　　　3 第 1 号 物　処理前 -処理

　1 第 18 号 物　処理前 -処理

　　　2 第 21 号 　処理前 -処理 　　

　　　3 第 4号 物　処理前 -処理

21 第 号 物

22 第 4 号 物

23 第 4 号 物

24 第 20 号 物

2 第 3 号 物

2 第 2 号 物

2 第 42 号 物

28 第 14 号 物（1 88 報告 ）

2 第 1 号 物

30 第 2 号 物

31 第 34 号 物

32 第 3 号 物

33 出土 明 物

34 第 21 号

3

3 第 11 出土 （ ）

第 11 出土 （ ）

3 第 12-1 号

38 資料 -

3 資料 -

40 資料 -

3　植物質資料 -

4　植物質資料 -

　1 第 12-2 号 物　処理前 -処理

　　　2 第 2 号 物　処理前 -処理

　　　3 第 20 号 物　処理前 -処理

　1 第 3 号 物　処理前 -処理

　　　2 第 3 号 物　処理前 -処理

　　　3 第 34 号 物　処理前 -処理

8　1 第 号 物　処理前 -処理

　　　2 　処理前 -処理

　　　3 第 11 出土 　処理前 -処理



1　熊本県 曽畑貝塚

－ 1－－ PB－

第 1 　曽畑貝塚

第１ 　

　曽畑貝塚 熊本県 土市 中央 土 土

有明 土 熊本県

土 （ ） 曽畑貝塚

土 文 貝塚 曽畑貝塚 土市 貝塚

貝塚 （ ） 熊本市 区 貝塚 貝塚

市 貝塚



2　曽畑貝塚 貝塚

－ 3－－ 2－

大 貝塚

貝塚

貝塚

橋貝塚

貝塚

高貝塚

原 回 )

曽畑貝塚曽畑貝塚

　　 
　　 

  

第 　 調査

（１）曽畑貝塚 調査

　曽畑貝塚 文 前 曽畑式土 土市 曽 曽畑

明 23 年（18 0 年） 寺 年（1 18 年）

中 貝塚 集資料 土 文

文 有 土 報告

　 12 年（1 23 年） 発 調査 行 調査 １ （ 30 ） 土

１ （ ） 土 貝 出 貝

土 土 貝

出土 出土土 文 行 文 文

有 報告 （ 　1 ）

　 和 年（1 30 年） 発 調査 行 文 有 土 曽畑貝塚

土 曽畑式土 式 行 熊本県 文土 年 中 （ 　

1 3 1 3 ）

　 和 34 年（1 年） 中 調査 曽畑式土 文化 文化 年

明 目 発 調査 行 曽畑式土 調査区 出土 調査区

文 式土 市 式土 貝 出

貝塚 貝塚 区 貝塚 式土 文

文 土 貝 （第１貝 ） 曽畑式土

貝 （第 貝 ） 出 曽畑貝塚

調査 調査 土 １ １ 出 （ 本

　2011）

　 和 0 年（1 年） 熊本県教育委員会 ３号 調査 行

調査 土市 曽畑貝塚 100 ３

水田 調査 文 前 中 物 出 和

1 年（1 8 年） 和 2 年（1 8 年） 式 発 調査 行 出 本調査



3　曽畑貝塚 （1 88 報告 ）

－ 3－－ 2－

貝塚

調査貝塚
貝

貝

貝塚

１ ３

３号

0 50m
S=1/1400



4　1 8 年 1 8 年調査 （1 88 報告 ）-

－ 5－－ 4－

３

0 5m

S=1/80

4

３

１

１

３

６

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41

42

43

44

45

46

47

48
49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

３

６

21

22

24

25

26

31

32

33

34

35

36

37

42

47

50

●

●



　1 8 年 1 8 年調査 （1 88 報告 ）-

－ 5－－ 4－

0 5m

S=1/80

３

１

３

１

１

３

６

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41

42

43

44

45

46

47

48
49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

16

18

20

19

10

51

30

40

15
52

53

61

45

28

5914

27

58

29

41

60

62

1311

55

38

39

54

12 56

43

44
46

57

１

17



　第 11 出土土 本 1 88 報告 　

－ PB－－ 6－

0

100

200

300

400

00

4 01

2

3

4

6

7

8

10

11

12

13

1

1

1

18

1

20

21

14

b

2

2 2

4明

2 3 質

2 3

10 1

10 4 1

10 4 2

10 4 2 質

4 2

2 2 1 質

10 4 2

2 4 1 質

10 4 2

2 4 1

2 1 質

10 3 1

3 1

10 2 1

10 3 1

3 1 中

10

0 20cm

S=1/6

（ 本 　1 本 　1 88）

　 土市教育委員会 調査 中 和 1 年 （1 8 年 ） 和 2 年 （1 8 年

） 水 発 調査 和 3 年（1 88 年） 年（1 0 年） 曽畑

貝塚 調査 ６年（1 4 年） 発 調査 行 調査

和 34 年（1 年） 調査 貝塚 ６年（1 4 年）調査 土

１ 出 土 １ 玉 玉１ 出土

中 料 土 前 中

（ 　2002 本 　2011）

　 調査 貝塚 140 40 貝塚 出

曽畑貝塚 曽畑式土 貝

文 前 土 貝

貝 （ 　2004）

（ ）1 8 年 1 8 年 熊本県教育委員会 調査

　発 調査 2 出 2 3 第 11 （曽

畑式土 ） 出 10 1 集 （ 4

） 80 140

文 前 文

曽畑式土 物 植物 （ ） 出土

出

物 出

曽畑式土 式土 文土 土

物 出土

　 植物 物

年

水

　 調査 曽畑 熊本県 土市 　曽畑貝塚

調査 熊本県文化財調査報告第 100 集（1 88　熊本県教育委

員会） 報告 行



　第 号 物（1 88 報告 ）

－ 7－－ PB－

第 　曽畑貝塚出土植物質資料 保存処理

第１ 　曽畑貝塚出土植物質資料

　第１ 曽畑貝塚 物 植物 （ ）

植物質資料 出土

　 報告 物 21 出土 報告 １ 出土

文 前 曽畑式土 物

出 明

出 物

物 出 物 出

保存 区 物

　 物 （ 目 ） （

目 目 ） 出

本 本 １本 質 目

丁 １本 １本 １本 目

目

本

本

保

　 目

目 １本 明

目

　 物 （ ）

報告



8　 （1 88 報告 ） 　 （1 88 報告 ）

10　 （1 88 報告 ） 11　 （1 88 報告 ）

－ 9－－ 8－

　 植物 （ ） 出土 報告 （ 8 ） １ 植物

植物 本 10 １

植物 料 23 料 本

出土 水

土 物 土

物

　 文 前 １ 出土 10 土

中 1 1 13 4

行

発 11

　曽畑貝塚出土植物質資料 文 植物質資料 県 資料

文 資料 1 年（200 年）３月 曽

畑 出土植物質資料 熊本県 文化財



12　第 43 号 物（1 88 1 報告 ）12　第 43 号 物（1 88 1 報告 ）

－ 9－－ 8－

第 　 保存処理
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第３節　保存処理後の曽畑貝塚出土植物質資料の現状と再保存処理の契機

　保存処理後の植物質資料は熊本県文化財収蔵庫で保管し、数度にわたる収蔵庫の移転に伴い保管場所を変

えながら、最終的には現在の熊本県文化財資料室（熊本市南区城南町沈目）に移管した。平成 20 年（2008 年）

に奈良大学文学部文化財学科教授（当時）の西山要一氏に植物質資料の状態や保存環境についてご指導いた

だいた。植物質資料は専用のアクリルケースやダンボール箱等に収納した状態で保管をしていたが、度重な

る収蔵庫の移転等を原因とする温湿度変化の繰り返しによって、保存処理を行った際に含浸させた PEG が大

気中の湿気を吸収して溶解していることが判明した。また、カビの発生も確認されたため、収蔵室の温湿度

変化を少なくするようご助言いただいた。保存環境を改善するために、専用のアクリルケースがあるものに

ついてはケース内に 60％調湿剤を添付し密閉をした。ダンボール箱に保管しているものについては、箱を二

重にして、温湿度変化の影響が少なくなるようにした。また、アクリルケースやダンボール箱は、湿度が高

くなる床近くに置くことを避け、収納棚の高い位置に置くなどの対策を講じた。

　その後、平成 25 年度（2013 年度）に植物質資料の状況を再度確認したところ、平成 20 年度（2008 年度）

の時点よりも劣化が進行していることが判明した。多くの資料の表面に亀裂が生じ、白カビの発生や含浸さ

せた PEG の溶解による資料表面の湿り気も確認された。唯一、県立装飾古墳館の特別収蔵庫に保管されてい

た第 62 号編物だけは保存環境が良好であったためか、資料の表面に小さな亀裂が確認されたものの、大きな

劣化は認められなかった。

　そのような状況を受けて、曽畑貝塚出土植物質資料を適切に保存し、後世にその価値を伝え、活用するこ

とを目的とし、特に劣化の激しい資料を中心に再保存処理を行うこととなった。過去の保存処理カルテを確

認したうえで、PEG 含浸法により再保存処理を実施した。なお、実施中に平成 28 年熊本地震が発生し、一部

資料が被災したため、それらの資料も併せて保存処理を行った。

　また、保存処理を繰り返すことで材質の特定が困難になるため、再保存処理を行う前に植物質資料の材質

について分析を行うこととした。分析結果については、第４章に記載する。

第４節 　再保存処理の対象

　再保存処理の対象は、昭和 63 年度（1988 年度）から平成６年度（1994 年度）にかけて保存処理を行った

資料のうち、特に劣化が激しいものとした。各資料の劣化度合いを３段階に分類し、劣化の度合いが高く、

緊急性の高いものから順次再保存処理を行った (Tab.1)。

　なお、各資料の名称については、1988 年の調査報告書と 1995 年の保存処理報告書の間でも若干の齟齬が

生じており、今回の報告書を刊行するにあたって整理を行った。資料の名称は、原則として 1995 年保存処理

報告書の名称を踏襲し、出土した貯蔵穴番号の後に種類を記載することとした。第 14 号貯蔵穴から出土した

編物は「第 14 号編物」、第 12 号貯蔵穴から出土した素材束は「第 12-1 号素材束」となる。ただし、1988 年

調査報告書と 1995 年保存処理報告書を比較し、出土した貯蔵穴番号等に明らかに誤りがあるものについては

名称を修正した（第 39 号編物、第 34 号編物、第９号編物、第 11 層出土素材束（a）・(b））。また、一部資料

については 1988 年調査報告書に記載がなく、出土した貯蔵穴番号に確証が得られていないが、1995 年保存

処理報告書の名称をそのまま使用した（第 17 号編物、第 18 号編物、第 21 号素材束、第 27 号編物）。
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名称 現状

劣化 
度合
い 

（※）

再保存処理年度 1988
調査報告書

1995
保存処理報告書H26 H27 H28 H29 H30 R1 未処理

第 14 号編物

隆起している箇所の亀裂が目立ち、剥落
している箇所もある。中央の隆起部は折
れている。乾燥によるものか全体的に白
色化している。

１ ○
No.6 編み物 

（第 14 号貯蔵穴）
第 14 号網代

第 25 号編物

全体的に亀裂が生じ、浮いて剥落してい
る箇所もある。表面が一部湿っている。 
再保存処理後、平成 28 年熊本地震で 
ケースが台から落ち、破損する。

１ ○ ○
No.9 編み物 

（第 25 号貯蔵穴）
第 25 号網代

第 42 号編物

大きく深い亀裂が生じている。展示台の
枠に白カビが目立つ。資料に白色粒が見
られ、白カビが発生している可能性があ
る。表面が一部湿っている。

１ ○
No.13 編み物 

（第 42 号貯蔵穴）
第 42 号網代

第 47 号編物

展示台の枠に白カビが付着している。中
央部にかけて激しい亀裂が生じ、一部下
の展示台が見えている。資料と台座のず
れも確認できる。

１ ○
No.16 編み物 

（第 47 号貯蔵穴）
第 47 号網代

第 17 号編物
亀裂が目立ち、間隙が生じている箇所が
ある。浮いている箇所もある。全体的に
湿っている。

２ ○ ‐ 第 17 号網代

第 18 号編物
全体的に乾燥していて、激しい亀裂が生
じている。

２ ○
No.21 編み物
(A-2 区出土 )

第 18 号網代

第 21 号素材束
全体的に亀裂が生じ剥落しそうな箇所も
ある。隆起している箇所には白カビが付
着している。

２ ○ ‐ 第 21 号網代

第 54 号編物
展示台の枠の白カビが目立つ。亀裂も生
じている。表面が一部湿っている。

２ ○
No.18 編み物 

（第 54 号貯蔵穴）
第 54 号網代

第 12-2 号編物
亀裂が生じている。資料の所々に白色粒
が見られ白カビが発生している可能性が
ある。表面が一部湿っている。

２ ○
No.5 編み物 

（第 12 号貯蔵穴）
第 12-2 号

網代

第 27 号編物
全体的に亀裂が生じている。表面が一部
湿っている。

２ ○ ‐ 第 27 号網代

第 20 号編物 周辺部に小さい亀裂が生じている。 ２ ○
No.8 編み物 

（第 20 号貯蔵穴）
第 20 号網代

第 36 号編物
周辺部の亀裂が目立つ。展示台の枠に白
カビが付着している。

２ ○
No.11 編み物 

（第 36 号貯蔵穴）
第 36 号網代

第 39 号編物
亀裂が生じている。展示台の枠に白カビ
が付着している。

２ ○
No.12 編み物 

（第 39 号貯蔵穴）
第 38 号網代

第 34 号編物
亀裂が生じている。資料に白色粒が見ら
れ、白カビが発生している可能性がある。

２ ○
No.10 編み物 

（第 34 号貯蔵穴）
第 16 号網代

第９号編物

亀裂が多数生じている。展示台の枠の白
カビが目立つ。中央部には接着剤や含浸
材が液溜まりのようになって固化してい
る箇所がある。

２ ○
No.4 編み物 

（第９号貯蔵穴）
第 37 号網代

瓢箪 亀裂が生じている。 ３ ○ 瓢箪 瓢箪

第 11 層出土
素材束（ａ）

亀裂と白カビが確認できる。展示台から
浮いてしまっている箇所もある。乾燥に
より変形していると思われる。

２ ○
植物遺体 
第 11 層

第 20 号円座

第 11 層出土 
素材束（ｂ）

亀裂が生じている。 ２ ○ 第 19 号ツル

第 15 号編物
大きな亀裂が生じている。資料は割れた
状態だが、接合はできない。

３ ○
No.7 編み物 

（第 15 号貯蔵穴）
‐

第 43 号編物 周辺部に亀裂が生じている。 ２ ○
No.14 編み物 

（第 43 号貯蔵穴）
第 43 号網代

第 53 号編物
周辺部に亀裂が生じている。展示台の枠
と資料の所々に白カビが付着している。

２ ○
No.17 編み物 

（第 53 号貯蔵穴）
第 53 号網代

第 62 号編物
県立装飾古墳館収蔵資料。
表面に小さな亀裂が生じているが、大き
な劣化は見られない。

３ 〇
No.20 編み物 

（第 62 号貯蔵穴）
第 62 号網代

第 12-1 号
素材束

周辺部に亀裂が生じている。接着剤と思
われるものが浮き出しており、固化して
いる。

２ ○ 植物遺体 第 12-1 号ツル

出土地点不明 
編物

全体的に亀裂が生じている。 ３ ○ ‐ ‐

※劣化度合い凡例
１　劣化が特に激しい　　２　劣化が激しい　　３　劣化が確認される
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第３章　再保存処理について

第１節 　再保存処理の報告

　曽畑貝塚出土植物質資料の再保存処理は、平成 26 年度（2014 年度）に着手し、令和元年度（2019 年度）

に終了した。再保存処理は、文化庁の指導・助言を受けながら、（財）元興寺文化財研究所に業務委託して実

施した。

　本節では、（財）元興寺文化財研究所からの報告をもとに、再保存処理の工程について報告を行う。再保存

処理は、Tab.2 の工程で実施した。なお、Tab.2 で補足が必要な事項については【参照１】～【参照６】とし

て以下に説明を記載した。また、再保存処理前後の写真は Pl.3 ～ 8 に掲載している。

【参照１】

　第 14 号編物は、70 日程度の乾燥期間を過ぎても土が固化する気配が見られず、全体的に湿った状態が続

いたため、以前に含浸した PEG の劣化が想定された。そのため、土中に染み込んでいる劣化した PEG を溶出

させ、新しい PEG を再含浸させることにした。再含浸は以下の手順で行った。

①すでに表面の土が崩落している箇所や流出している箇所に、あらかじめ PEG を含浸させておいた鉄分の

　少ない陶芸用の粘土を補充し、補強した。

　②資料表面をナイロンシートで養生し、ニードルパンチングフェルトとシルクスクリーンで表面の形状に

  　あわせた保護材を作製した。

　③保護材の上から、スチレン樹脂とガラスクロスを積層して、固化・乾燥させた後、周囲の形状を整え、

　　含浸用の穴をあけて、含浸用ガラス繊維強化プラスチック（以下 FRP）の保護枠を作製した。

　④ FRP 製保護枠の上をナイロンシートで養生し、発泡ウレタンを流し込んで凸型を作製した。

　⑤発泡ウレタン製凸型と展示台を利用して資料を反転させ、展示台を取り外した。裏面も同様に保護材、

　　FRP 製保護枠、発泡ウレタン製凹型を作製した。

　⑥発泡ウレタン製凹凸型を用いて資料を再度反転させて、FRP 製保護枠ごとステンレスアングルで作製し

　　た含浸枠内に収容した。

　⑦PEG（#4000；日油株式会社）60％水溶液に浸漬し、１週間後に新しいPEG60％水溶液に交換する作業を

　　３回繰り返し、劣化しているPEGをPEG60％水溶液中に溶出させた。

　⑧ PEG70％水溶液に交換したのちに、水溶液中の水分を PEG100％溶融液まで濃度を上げた。

　⑨ PEG100％溶融液の含浸終了後、液中より引き上げ、ステンレス製含浸枠と FRP 製保護枠を取り外し、

　　FRP 製保護枠と発泡ウレタン製凸型を用いて資料を反転させ、資料裏面側に付着している PEG をさらし

　　や吸収紙で拭き取った。

　⑩ FRP 製保護枠と発泡ウレタン製凸型を用いて再度資料を反転させ、表面側に付着している PEG も同様の

　　手順で除去した。

　⑪資料の状態に変化が生じないか観察しながら、PEG が冷却して土が固化するまで常温で自然乾燥させた。

　⑫自然乾燥後、資料表面に付着している余分な PEG を、熱風加工機（工業用ドライヤー）を用いて除去し、　　

　　エチルアルコール 59％水溶液で表面処理を行った後に自然乾燥させた。

　⑬裏面の乾燥終了後にナイロンシートで養生し、元の展示台を被せてから表面側に反転させ、資料が展示

　　台の形状に馴染む位置関係に整えた。

【参照２】

　修復は以下の手順で行った。

　①資料同士が分離している箇所や、亀裂が生じている箇所、土が崩落している箇所を、必要に応じてシア

　　ノアクリレート系接着剤（アルテコ Z106；株式会社アルテコ）で接着し、その上にシアノアクリレー

　　ト系接着剤にガラスマイクロバルーン（スフェリセル 34P30；ポッターズ・バロティーニ株式会社）を

　　混合して補填した。
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　　瓢箪は、補填材を除去した箇所をシアノアクリレート系接着剤で接着し、その上にシアノアクリレート

　　系接着剤とガラスマイクロバルーンを混合したものとエポキシ樹脂（ハイスーパー５分型；セメダイン

　　株式会社）にガラスマイクロバルーンを混合したものを補填して強化した。

　②補填した樹脂部分が硬化したのちに小型グラインダーを用いて周囲と違和感のないように整形した。

　③整形した補填部分をアクリル絵具（アクリラガッシュ；ホルベイン工業株式会社）で彩色し、本体

　　部分と違和感のないように仕上げた。

【参照３】

　第 27 号編物の編物周辺の土は、以前含浸させた PEG が水分を吸湿したため、十分に乾燥しなかった。土が

酸化していることが想定された。再含浸し、酸化した PEG を取り除く処置を行うことも検討したが、資料の

厚みが１㎜程の薄く脆弱な箇所があり、再含浸させると形状の維持ができなくなる可能性があるため、再含

浸はせずに崩れた周囲の土を樹脂に置き換えることにした。置き換えはシアノアクリレート系接着剤（アル

テコ Z106；株式会社アルテコ）にガラスマイクロバルーン（スフェリセル 34P30；ポッターズ・バロティー

ニ株式会社）を混合したものと、エポキシ系樹脂（EPOXY RESIN XNR6105（主剤）・HARDNER XNR6105（硬化剤）；

ナガセケムテックス株式会社）で補填した。

【参照４】

　表面処理は以下の手順で行った。

　① PEG が固化した箇所を熱風加工機（工業用ドライヤー）やメス等で取り除いた。

　②表面処理が必要な箇所は、エチルアルコール 59％水溶液・キムタオル・筆を用いて表面に付着した PEG

    を除去した。

　なお、瓢箪、第 11 層出土素材束（a）については、以下の手順で表面処理を行った。

　①過去に修復した際の補填材が柔らかくなっている箇所や、溶けて固化した PEG をメス等で取り除いた。

　　補填材の上の彩色についてもできる限り取り除いた。

　②表面処理が必要な箇所は、エチルアルコール 59％水溶液・キムタオル・筆を用いて黒ずんだ表面の

　　処理を行った。

【参照５】

　第 11層出土素材束（a）は熱によってPEGが溶けて柔らかくなり、水分を吸湿していたため、脆弱な状態であっ

た。また、土に亀裂が生じている箇所や崩落している箇所、反りが生じている箇所があったため、保存処理

前の調査・記録を行った後に修復を行った。

　①一定期間、資料を乾燥させた。

　②脆弱な箇所を表面よりシアノアクリレート系接着剤（アルテコ Z106；株式会社アルテコ）で接着し、

　　その上にシアノアクリレート系接着剤とガラスマイクロバルーン（スフェリセル 34P30；ポッターズ・

　　バロティーニ株式会社）を混合して補填した。

【参照６】

　第 11 層出土素材束（a）の反りが生じている箇所について、修復を以下の手順で行った。

　①反りが生じている箇所に PEG30％水溶液を塗布し、徐々に資料を柔らかくして反りを戻した。

　②反りが戻せた状態のまま乾燥させるために、重しを資料の上に置き、表面の形状が変わらないように観

　　察しながら、徐々に乾燥させた。

　③乾燥後、重しを外し、表面の形状が変わらないように観察しながら一定期間自然乾燥させた。
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資料名
保存処理

年

保存処理前 調査 処理
（ ）

和 保存処理 調査

第 14 号 物

2 年
（2014 年）

資料

処理

化
資料

化

１

資料
土

資料

行 保存処理

第 2 号 物

化
資料

発
保

資料

第 42 号 物

第 4 号 物

第 1 号 物

2 年
（201 年）

資料 １

目 和

和
水

第 18 号 物

第 21 号

第 4号 物

28 年
（201 年）

第 12-2 号
物

第 2 号 物
物 土

物 土 ３
土

第 20 号 物

2 年
（201 年）

水
化

植物

化

化
資料

資料
土

第 3 号 物 水
化

第 3 号 物

第 34 号 物

30 年
（2018 年）

土

化
資料

発
保

資料

第 2 号 物
28 年熊本 土

保存処理

第 号 物

化
水

水 発

水
資料

化

化

第 11 出土
（ ）

令和 年
（201 年）

資料
化

化
資料

資料 行
６
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資料名
保存処理

年

保存処理前 調査 処理
（ ）

和 保存処理 調査

第 14 号 物

2 年
（2014 年）

資料

処理

化
資料

化

１

資料
土

資料

行 保存処理

第 2 号 物

化
資料

発
保

資料

第 42 号 物

第 4 号 物

第 1 号 物

2 年
（201 年）

資料 １

目 和

和
水

第 18 号 物

第 21 号

第 4号 物

28 年
（201 年）

第 12-2 号
物

第 2 号 物
物 土

物 土 ３
土

第 20 号 物

2 年
（201 年）

水
化

植物

化

化
資料

資料
土

第 3 号 物 水
化

第 3 号 物

第 34 号 物

30 年
（2018 年）

土

化
資料

発
保

資料

第 2 号 物
28 年熊本 土

保存処理

第 号 物

化
水

水 発

水
資料

化

化

第 11 出土
（ ）

令和 年
（201 年）

資料
化

化
資料

資料 行
６
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第 　

第１ 　曽畑貝塚出土植物質資料

　曽畑貝塚出土植物質資料 前 理 行

　 名 　 名 報告 　 名 理 文化財発

調査報告 （201 　 市教育委員会） 13 14 報告 第３

寺 出土 （ 田　200 ） 　 植物 （ 　201 ）
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明 物
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本

本 明

　 区

　 中央

中央
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　 物 １

　 物 （ ）
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13　
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【口縁部の技法】

○巻縁

　タテ材を同一方向に折り曲げて、別材の巻き付け材等で固定したり、ヨコ材を同一方向に巻き付けたりす

　る技法。

○返し巻縁

　タテ材を同一方向に折り曲げて、それを別材で反対方向から巻き付ける技法。

【底部の技法】

○網代底

　網代で構成される底部の総称。

　曽畑貝塚から出土した植物質資料は、残存状態が悪いものも多く、全形が窺えるものはごく少数であった。

各個体の詳細な情報については、観察表に記載した（Tab.3・4）。観察表の上段には1988年調査報告書の所見を、

下段には現在の所見を記載している。報告書掲載№には、1988 年調査報告書で使用されている番号を記載し

た。なお、1988 年調査報告書に記載のない資料は「-」とした。本節では、特に残存状態が良く、編組技法

等について窺い知ることができる資料について記述する。

　第 53 号編物（Fig.15）は、体部から底部が残存している。体部は２本越え２本潜り１本送りの２本飛びご

ざ目である。底部は２本１単位の網代底である。

　第 43 号編物（Fig.16）は、口縁部から底部までが残存している貴重な資料である。口縁部は、返し巻縁の

技法が使用されている。余ったタテ材を左方向に折り曲げた後に、別材を右方向から巻きつけている。体部

は、基本的に２本越え２本潜り１本送りで構成され、飛び目を途中で折り返す木目ござ目の技法が使用され

ている。本遺跡出土資料で木目ござ目を呈するものは、第 43 号編物のみである。底部はやや残存状態が悪い

が、２本１単位の網代底と考えられる。本資料は貯蔵穴の中位から出土しており、他の資料と比較して小型

であるため、貯蔵穴に設置するために作られたかごではなく他の用途のために作成され、貯蔵穴内に廃棄も

しくは放置されたことが想定される。

　第 17 号編物（Fig.17）は、口縁部から底部までが残存している。口縁部はタテ材を右方向に折り返し、別

材を左方向から巻き付けている。返し巻縁と想定される。体部は、２本越え２本潜り１本送りの２本飛び網

代である。底部は残存状態が良くないため詳細に観察することができないが、四ツ目の可能性が考えられる。

　第 18 号編物（Fig.18）は、口縁部と体部が残存している。口縁部と体部の間のつながりは観察できない。

口縁部の残存状態は良くないが、口縁部に巻き付け材を巻き付けている様子が観察できる。巻縁と想定される。

体部は２本越え２本潜り１本送りの２本飛び網代である。浅鉢形の小型かごになると想定される。

　第 12-2 号編物（Fig.19）は、体部から底部が残存している。体部は２本越え２本潜り１本送りの２本飛び

波形網代で、緩やかな波形状を呈している。底部は２本１単位の網代底である。目の間隔があいており、四

ツ目を呈する。底径は 6.5cm に復元できる。

　第 25 号編物（Fig.20）は、口縁部から体部が残存している。口縁部は余ったタテ材を左方向に折り曲げて

いる。３本もじりによる縁仕舞いが観察できる。体部は、体上部が２本越え２本潜り１本送りで、体下部が

１本越え１本潜り１本送りで構成されている。上部は２本飛び網代と考えられ、下部がござ目を呈しており、

部位によって異なる技法が使用されていることが分かる資料である。

　第９号編物（Fig.21）は、体部が残存している。４種類の技法が確認できる資料である。なお、第９号貯

蔵穴からは編物片が散らばった状態で出土しており、１個体ではない可能性もある。大きく３つのグループ

に分けることが可能であり、１本越え１本潜り１本送りの四ツ目で構成される箇所、２本越え２本潜り１本

送りの２本飛びござ目で構成される箇所、上部は１本越え１本潜り１本送りのござ目で構成され、下部は２
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本越え２本潜り１本送りの２本飛び網代で構成される箇所が確認できた。２本飛びござ目で構成されている

箇所には耳部が確認された。体部は基本的に割り裂き材が使用されているが、耳部には丸材が使用されていた。

　第 47 号編物（Fig.22）は、体部から底部が残存している。体部は２本越え２本潜り１本送りもしくは２本

越え１本潜り１本送りで構成されている。２本飛び網代と想定されるが、連続桝網代または波形網代の可能

性も否定できない。底部は、２本１単位の２本飛び網代と想定される。

　第 54 号編物 (Fig.23) は、口縁部から体部が残存している。口縁部の残存状態が良くないため、技法等に

ついては窺い知ることができない。体部は１本越え１本潜り１本送りの四ツ目である。形態は、口縁部が窄

まった袋状になると想定される。

　

　以上のように、曽畑貝塚出土資料では次のような技法を確認することができた。

　口縁部：巻縁（例　第 18 号編物）、返し巻縁（例　第 43 号編物）

　縁仕舞い：３本もじり（例　第 25 号編物）

　体部：２本飛び網代（例　第 18 号編物）、３本飛び網代（例　第 42 号編物）、２本飛び波形網代（例　　

　　　　第 12-2 号編物）、ござ目（例　第 62 号編物）、木目ござ目（例　第 43 号編物）、２本飛びござ目     

        （例　第 53 号編物）、四ツ目（例　出土地点不明編物）

　帯部：２本もじり（例　第 12-2 号編物）

　底部：網代底（一部、２本飛び網代、四ツ目のものが存在）（例　第 53 号編物）

　

　体部は、特に飛び網代で構成される資料が多く、次いでござ目、飛びござ目、四ツ目が多く見られた。木

目ござ目や波形網代で構成される資料は少数であった。底部はほとんどが網代底であり、縄目底や菊底は確

認できなかった。

 また、曽畑貝塚出土植物質資料の素材同定について、東北大学学術資源研究公開センター植物園研究支援者

（当時）の小林和貴氏に依頼した。近年の研究では、かごの部位によって植物の材質を使い分けていることが

指摘されているが、今後保存処理を繰り返すことにより材質の特定が困難になることが想定されたため、再

保存処理を実施する前に素材の同定を行うこととした。

　分析の結果、タテ材及びヨコ材ではコナラ属アカガシ亜属とイヌビワが多く利用されていた。口縁部や口

縁部巻き付け材、帯部にはウドカズラの利用が目立った。1988 年の調査報告書では花粉分析も行われており、

貯蔵穴が作られた時代の曽畑貝塚周辺地の植生はアカガシ亜属とシイノキ属が優占していたことが報告され

ている。コナラ属アカガシ亜属は素材として入手が容易なことから、多く使用されたものと考えられる。また、

素材束はテイカカズラ属とウドカズラであることが判明した。本遺跡では、編物を作成するためにテイカカ

ズラ属が使用された例はないため、編物を作成するための素材束ではなく別の用途で使用されたか、もしくは、

本来はテイカカズラ属も編物の素材として使用されていたが、今回の発掘調査では出土しなかった可能性も

考えられる。

　さらに、第 36 号貯蔵穴より出土したドングリの計測を行った。第 36 号貯蔵穴からはドングリが多量に出

土しておりすべてイチイガシであった。土圧により潰れた状態のものが多く、本来の形状を保っていると考

えられるものはごく少量である。良好に残っているドングリのうち 10 点を計測したところ、長さは 1.7cm ～

2.2cm で、平均値は 1.9cm であった。幅は 1.2cm ～ 1.5cm で、平均値は 1.29cm であった。第 36 号編物は残

存状態があまり良くないが、他の資料と比較して素材幅が太く、編み目は詰まっていない様子が観察できる。

当資料は貯蔵穴の底面から壁面に沿って立ち上がり、ドングリを覆うようにして出土しており、貯蔵穴用に

作成された深いかご状のものであったと考えられる。当資料以外にドングリが良好に残存している資料はな

いため、ドングリと編物の相関関係については十分に検討することができなかった。
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第２節　再保存処理の成果と課題

　曽畑貝塚出土植物質資料は、前述したように、多くの資料で過去に行った保存処理の劣化が確認された。

これは、保存処理を行ったことによって安心し、適切な保存環境下で保管できていなかったこと、温湿度管

理が甘かったこと、保存処理後の適切な経過観察が行えていなかったことなどが主な原因と考えられる。

　今回、再保存処理を行ったことにより、多くの資料で確認されていた資料表面の湿り気を解消し、亀裂・

崩壊箇所の補修を行うことができた。しかし、一部の資料については課題が残る結果となった。

　第 14 号編物は、平成 26 年度（2014 年度）に再保存処理を行い、数年間は特に異常も見受けられず良好な

状態を保っているように思われたが、平成 30 年（2018 年）になって、一部の土が崩落し、編物周囲の土が

柔らかくなっていることが確認された。当資料は、第３章でも記述したとおり、過去の保存処理で含浸させ

た PEG の劣化が想定されたため、今回の再保存処理で唯一、新しい PEG を再含浸させた資料である。再含浸

させた PEG が吸水し、乾燥しなかったことで、土が崩落したものと考えられる。応急処置として、該当箇所

を薄葉紙で覆い、その上にシリカゲルを置き、水分を取り除くことにした。令和２年度（2020 年度）になって、

資料全体がある程度乾燥した状態にはなったが、いまだに表面がやや湿り気を帯びている。また、乾燥させ

るためにケース外に出していることによって、土の表面の一部に新たな亀裂が生じている。今後は経過観察

を行いながら、資料の状態をよりよく保つことができるように手段を講じていく必要がある。

　第 14 号編物及び第 17 号編物は、再保存処理を行ったことにより、一部編組技法の観察が困難になってし

まった。保存処理を行う前に、写真の撮影や実測図の作成を行い、記録を残すことの重要性を改めて認識さ

せられた。

　また、今回の再保存処理は、保管環境を見直す大きな機会となった。現在、資料はすべて熊本県文化財資

料室（熊本市南区城南町）で保管をしており、資料の保管にあたっては専用の保管室を設け、室内に直射日

光が差し込まないように、窓を発泡スチロール材で覆ったうえでブラインドを設置している。資料は、台の

上や棚の比較的高い位置に安置し、風通しの良い状態を保っている。保管室内では、常に除湿器を稼働させ、

専用のアクリルケースがある資料についてはケース内に調湿剤を入れることによって、室内及びケース内の

湿度を 50％前後に保つように調整し、夏場など、特に高温になる時期には空調設備を稼働させ、年間を通し

た温湿度変化が少なくなるようにしている。保管室内にはデータロガーを設置し、温湿度の計測を毎日朝・

夕の２回行い、記録している。

　再保存処理を実施している途中で、平成 28 年熊本地震が発生した。保管場所である熊本県文化財資料室も

被災し、収蔵庫等に保管をしていた資料の一部が被害を受けた。曽畑貝塚出土植物質資料も例外ではなく、

第 25 号編物が台の上から落下し、資料に亀裂が生じてしまった。これは、温湿度変化の影響を受けにくいよ

うにと、資料を台の高い位置に設置していたために起こってしまった事態である。第 25 号編物は平成 26 年

度（2014 年度）にすでに再保存処理を行っていたが、再々保存処理が必要となった。この教訓をいかし、現

在では台や棚に落下防止ベルトを設置し、多少の揺れでは資料が落下することのないように対策を講じてい

る。

　今回、17 点の資料の再保存処理を実施することができたが、一部資料については予算の関係上、再保存処

理を実施することが叶わなかった。今後、継続的に資料の状態の観察を行いながら、必要に応じて再保存処理・

再々保存処理を行っていきたい。

　以上のように、保存処理は一度実施すれば終わりということではなく、その後の温湿度管理や経過観察が

非常に重要であるということを再認識した。資料をより良い状態で残していくためにも、経過観察中に異常

が見られた場合にはすぐに対応することが望ましい。また、資料の公開に対して、保存と活用のバランスを

とりながら今後どのように対応していくのかといった大きな課題も残っている。
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名
番号

1
報告

出土
存

存 （ ）
質

2
（ ）

1
第 3号

物
3号 1

（
中

）

38 0 3 0 -
本 本 １本 　

１本 １本 １本 　
本 本 本 　

1 3 3（2 ）
1 3 2（2 ）

質
本 １ １本 １

本 本 １本
理 資料

1

33 3 3

　
　

　
　

本 本 １本
本 目
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2 2 4 （3 0）
　 1 8 3 2（2 ）
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存 1 4
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1
第 43 号

物
43 号 14 中
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1 4 0（2 ）
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3 0

質
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出 資料

1

20 2 24 3

　　　　　　
　

　

　

本 本 １本
　　　 目 目
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2 8 3 0
1 8 （3 2）

　 　 2 0 4 （3 2）
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第 1 号
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1
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　　　 本
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目
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保存処理 資料
1 88 年調査報告 1 年保存処理報告 第 1 号 資料
出土 第 1 号
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第 18 号

物
18 号 21 -

22 0 2 0 - 本 本 １本 　
2 4 （3 0）
2 0 0（3 0）

質 目 行
-2 区 中 出土（ 出）

18

21 0 24 2 　　　　

　

本 本 １本
　　　 本

2 0 3 0
1 4 0（3 0） 　

　　　 1 2 4 （3 0）
1 88 年調査報告 -2 区 出土資料 1 年保存処理報告 第18号 資料
出土 第 18 号
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物
12 号 中
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1 3 3 0
　　　 2 0 3 3 0

2 0 3 0
3 0 0 本

存 12 2

20
第 2 号

物
2 号
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（３）
3

（１）
48 2

（ ）
1 2

（３）
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- 本 本 １本 　

3 3 8 0（4 3）
1 8 2（3 ）

4 2 0（ 2）
4 2 8 0（ 1）

目
物 資料 1

31

明
明

本 本 １本 　
本

4 0（３本 1 ）
3 0 0（ 0
4 0（ 0）

存 明 目
　

32
第 3 号

物
3 号 11

物
0 0 3 0

本 本 １本 　
4 3 2（ 2）
2 8 3（3 ）

出土
物 出 物

32
明
明

本 本 １本 　
本 目

4 0 11 0（ 0）
3 0 0（3 ）

存

33
出土
明 物

- - -

- - - - - - - -

33
物 12 1 1

明
明

１本 １本 １本 　
目

4 　
3 4

4 目

34
第 21 号

21 号 - -

- - - - - - - -

34
- -

3 4
21 2
20

1
11

本
-

2 4 0 　
3 0 4 0 2

３
1 88 年調査報告 1 年保存処理報告 第 21 号 資料
出土 第 21 号

3 -2 区 - -

- - 1 1 13 4 - - -
県 貝塚出土

3
- - 18 12 - - -

3
第 11 出
土 11 - -

- - - - - - - -
3

- - 4 12 0 - 1 2 0
３ 本１

3
第 11 出
土 11 - -

- - - - - - - -

3
- - 22 1 2 - 3 0

3
第 12-1 号

12 号 - -

- - - - - - - -

3
- - 33 2 33 - 4 0 0

4　植物質資料 -

目
1 88 年調査報告

2　 （ ）



－ 39－－ 38－

口縁

タテ材

ヨコ材

主要線（帯部・もじり・口縁部巻き付け材・耳部）

第 号編物

第 号編物

第 号編物

ドングリ

38　 資料 -



－ 39－－ 38－

第 号編物

第 号編物

口縁

タテ材

ヨコ材

主要線（帯部・もじり・口縁部巻き付け材・耳部）

ドングリ

第 号編物

3 　 資料 -



－ 41－－ 40－

タテ材

ヨコ材

主要線（帯部・もじり・口縁部巻き付け材・耳部）

第９号編物

ドングリ

40　 資料 -



－ 41－－ 40－

1

2

3

1 第 14 号 物　処理前 -処理

2 第 2 号 物　処理前 -処理 （ 2 年）

3 第 2 号 物　処理前 -処理 （ 30 年）

3



－ 43－－ 42－

1

2

3

1 第 42 号 物　処理前 -処理

2 第 4 号 物　処理前 -処理

3 第 1 号 物　処理前 -処理

4



－ 43－－ 42－

1

2

3

1 第 18 号 物　処理前 -処理

2 第 21 号 　処理前 -処理

3 第 4号 物　処理前 -処理



－ 45－－ 44－

1

2

3

1 第 12-2 号 物　処理前 -処理

2 第 2 号 物　処理前 -処理

3 第 20 号 物　処理前 -処理



－ 45－－ 44－

1

2

3

1 第 3 号 物　処理前 -処理

2 第 3 号 物　処理前 -処理

3 第 34 号 物　処理前 -処理



－ PB－－ 46－

1

2

3

1 第 号 物　処理前 -処理

2 　処理前 -処理

3 第 11 出土 　処理前 -処理

8
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要約
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んどが縄文時代前期のものと推定された。貯蔵穴内からは編物や素材束といった豊富な植物質資

料が出土し、それらを後世に残すことを目的に、1988 年度から 1994 年度にかけて保存処理を行っ

た。

　前回の保存処理から 30 年近くが経過し、植物質資料に劣化が確認されたため、再度保存処理

を実施することとなった。再保存処理は 2014 年度から 2019 年度にかけて行い、前回の保存処理

と同様に PEG 含浸法で実施し、高い成果を得ることができた。
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